
総務課　
　総務係　財政係�☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
� ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係� ☎82－5110
　町　民　係� ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84－7005
　福　祉　係� ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82－5230
　建　設　係� ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係�☎82－5240
会　計　室� ☎82－5120
議会事務局� ☎82－5300
農業委員会� ☎82－5230
教育委員会� ☎82－5320
学校給食センター�☎84－7180
只見保育所� ☎82－2219
朝日保育所� ☎84－2038
明和保育所� ☎86－2249
朝日診療所� ☎84－2221
（歯科）� ☎84－2612
こぶし苑� ☎84－2101
只見振興センター�☎82－2141
朝日振興センター�☎84－2111
明和振興センター�☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

11
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
11
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
５
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
４
期
）

自
賠
責
保
険
・

自
賠
責
共
済
の
ご
確
認

無
料
調
停
相
談
会

意
見
箱
を
設
置
し
ま
し
た

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
令
和
２
年
の
事
故

発
生
件
数
は
約
31
万
件
、
死
傷
者
数
は
約

37
万
人
と
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
成
り
得
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
ク

ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任

を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害

者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は

法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
調
停
協
会
主
催
の
無
料
調
停

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
銭
賃
借
、
土
地
・
建
物
の
明
け
渡
し
、

相
続
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
不
要
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
日
時

　

令
和
３
年
11
月
24
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
場
所

　

会
津
若
松
市
城
東
町
14
－
52

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
－
26
－
６
６
６
１

○
費
用　
無
料

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
で
受
付

○
問
合
せ

　

福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
４
２
－
26
－
５
７
２
５

　

林
退
共
は
、
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め

に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
従

事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
も
の
で
す
。

〈
事
業
主
の
皆
様
へ
〉

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適
正

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
業
者
が

林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03
－
６
７
３
１
－
２
８
８
９

　

町
政
に
関
し
て
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

町
民
の
皆
様
か
ら
広
く
伺
う
た
め
に
意
見

箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
設
置
場
所

　

町
下
庁
舎
、
駅
前
庁
舎
、

　

只
見
・
朝
日
・
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
広
く
伺
う
も
の

で
あ
る
こ
と
や
意
見
箱
の
匿
名
性
の
高
さ

か
ら
、
回
答
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。
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吉津 亘
こう

晴
せい

くん

大竹 乃
の

碧
あ

さん

大竹 日
ひなせ

生くん

京増 心
こ

乃
の

葉
は

さん

渡部 椿
つばさ

朝くん

飯塚 みささん

（福井）

（小林）

（小林）

（寄岩）

（小川）

（只見）

虫歯のない子 （10月26日 3歳児検診）

町長スケ
ジュール
〈10月分

〉

　１日　教育委員辞令交付式、秋闘キャラバン
教職員組合要望書提出来庁、只見町消
防団長来庁

　３日　シンポジウム「奥会津の戦国仏教文化
をさぐる－学僧祐俊の旅と文化遺産－」

　４日　臨時庁議（新型コロナウイルス対策本
部会議（以下本部会議））、議会総務厚生
常任委員会、議会経済文教常任委員会

　８日　東邦銀行㈱常務執行役員挨拶来庁、
下郷町長就任挨拶来庁

１０日　只見町駅伝競走大会
１１日　南会津地方広域市町村圏組合管理者会、

南会津地方町村会理事会、南会津地方
広域市町村圏組合議会臨時会（於：南
会津町田島）

１２日　㈱福島情報処理センター社長他挨拶来
庁、定例庁議（本部会議）

１３日　㈱住田光学ガラス代表取締役社長表敬
訪問（於：さいたま市）

１４日　しあわせ金婚夫婦表彰式
１５日　福島県ＪＲ只見線復興推進会議（於：

福島市）
１９日　南会津地方植樹祭、東北農政局地方参

事官挨拶来庁、只見特産㈱取締役会
２０日　ふくしま市町村支援機構副理事長他挨

拶来庁
２１日　一般国道２５２号雪国ゆめ街道期成同

盟会福島県合同要望活動（於：福島市）
２２日　只見町議会１０月会議
２６日　只見町表彰式・道路除雪表彰式、南会

津建設事務所長来庁
２８日　公益社団法人福島県森林・林業・緑化

協会役員会（於：福島市）

◇
本
年
各
集
落
で
座
談
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
多
く
の
集
落
か
ら
農
業
用
水

路
等
の
集
落
負
担
金
が
大
変
だ
と
い
う

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

早
速
検
討
し
、
今
ま
で
７
～
８
割
だ
っ

た
補
助
率
を
９
割
に
引
き
上
げ
る
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
の

連
絡
が
来
た
ら
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

よ
う
関
係
予
算
を
10
月
議
会
に
提
案
・

可
決
い
た
だ
き
、
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

◇
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
い
ま
す
。

お
車
を
運
転
さ
れ
る
際
は
、
早
目
の
ラ

イ
ト
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
日
に

日
に
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

町
長
か
ら

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
只
見
町
民
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
予
防
の
た
め
に
町
民
参
加
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
広
報
た
だ
み
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
元
気
応
援
券
・
商
品

券
も
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
町

内
経
済
の
回
復
や
発
展
の
た
め
に
も
、

期
限
内
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
小
林
）

（９月２６日～１０月２５日届出分）敬称略

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　４　転出　５　出生　２　死亡　7

人　　口　３，９7９（－６）
　 男 　　１，９５８（＋２）
　 女 　　２，０２１（－８）
世 帯 数　１，7１５（－６）
高齢化率　　　　４7．０％

令和３年１０月１日現在

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
山　内　オシマ　　９９歳　　梁　取
馬　場　雄　幸　　９１歳　　蒲　生
目　黒　昌　廣　　６９歳　　小　川
酒　井　洋　子　　8５歳　　福　井
菅　家　ハツエ　　９４歳　　黒　谷
目　黒　俊　也　　９０歳　　塩ノ岐
横　山　ミ　イ　　8６歳　　楢　戸
小　沼　暉　宏　　９５歳　　福　井
星　　　弘　元　　９４歳　　長　浜

明和振興センター
図書紹介

明和振興センター図書室
☎86－2111
山内　希実子

☆明和振興センターではリクエストも随時受付しています
ので、ぜひご利用ください。

★スモールワールズ

★あんなにあんなに

一穂　ミチ／著（講談社）
　ままならない現実を抱
えて生きる人たちの６つ
の物語。夫婦円満を装う
主婦と、家庭に恵まれな
い少年。「秘密」を抱えて
出戻ってきた姉とふたた
び暮らす高校生の弟。初
孫の誕生に喜ぶ祖母と娘
家族。人知れず手紙を交

ヨシタケシンスケ／著
� （ポプラ社）
　子育ては「あんなに」
の連続。あんなにほしが
ってたのに、あんなにし
んぱいしたのに、あんな
に小さかったのに―。日
常にあふれるたくさんの
「あんなに」の中で、子
どもは大人になっていく
―。

わしつづける男と女。向き合うことができなか
った父と子。大切なことを言えないまま別れて
しまった先輩と後輩。誰かの悲しみに寄り添い
ながら、愛おしい喜怒哀楽を描き尽くす連作集。

　大人気の絵本作家・ヨシタケシンスケによ
る、こどもと昔こどもだったすべての人に届け
たい、ちょっと目頭が熱くなっちゃうやさしい
絵本です。
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